
当
農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
に
実

施
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
山
間
部
の
農
地
の
現
況

調
査
を
試
験
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

村
内
に
あ
る
遊
休
農
地
は
、
急
傾

斜
地
な
ど
山
間
部
の
農
地
が
多
く
、

現
地
確
認
が
困
難
な
場
所
が
多
い
こ

と
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
調
査
が
効

率
的
に
で
き
な
い
か
試
験
的
に
実
証

を
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
村
が
観
光
Ｐ
Ｒ
や
災

害
時
に
備
え
て
所
有
す
る
も
の
を
活

用
し
、
操
縦
は
資
格
を
持
つ
村
職
員

が
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
試
験
的
に
調
査
し
た
の
は

上
北
方
地
区
で
、
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の

映
像
を
地
上
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー

で
確
認
し
、
遊
休
農
地
の
判
断
が
で

き
る
か
テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
遊
休
農
地
の
判
定
に
お
お
む
ね

活
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
荒
れ
た
農
地
に
無
理
に
分

け
入
っ
て
怪
我
を
す
る
危
険
が
減
る

な
ど
、
委
員
の
安
全
面
で
も
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
た
め
、
当
委
員
会
で
は
、

今
後
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
調
査
に

よ
り
、
委
員
の
負
担
軽
減
と
、
調
査

の
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
検
証
を

し
て
い
ま
す
。

農
地
は
、
大
切
な
食
料
の
供
給
基

盤
で
あ
り
、
一
度
、
農
地
以
外
に
転

用
さ
れ
る
と
元
に
戻
す
こ
と
が
極
め

て
難
し
い
こ
と
か
ら
、
無
秩
序
な
転

用
を
防
止
し
、
農
地
制
度
に
基
づ
い

て
転
用
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
転
用
制
度
で
は
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地

の
優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況

等
に
よ
り
農
地
を
区
分
し
、
転
用
を

農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い
土

地
に
誘
導
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な

転
用
目
的
を
有
し
な
い
登
記
目
的
、

資
産
保
有
目
的
で
の
農
地
の
取
得
は

認
め
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
や
倉
庫
等
の
建
物
敷

地
、
資
材
置
き
場
、
駐
車
場
、
道
路

等
農
地
以
外
の
用
途
に
転
換
す
る
こ

と
で
す
。

許
可
の
可
否
に
つ
い
て

農
地
転
用
許
可
基
準
は
、
平
成
21

年
の
農
地
法
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ

以
前
に
比
べ
、
大
幅
な
厳
格
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
転
用
で
許

可
さ
れ
た
土
地
に
類
似
す
る
条
件
の

土
地
で
あ
っ
て
も
現
在
は
許
可
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
時
的
な
も
の
も
含
め
、
農
地
を

農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
許
可
の
見
込
み
や
、
必

要
な
手
続
き
等
に
つ
い
て
農
業
委
員

会
に
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
55
ー
３
１
１
５

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金
で
も

あ
る
農
業
者
年
金
は
、
自
分
で
納
め

た
保
険
料
と
そ
の
運
用
利
益
を
原
資

と
し
て
支
給
さ
れ
る
「
確
定
拠
出
型

年
金
」
で
す
。

ま
た
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全

額
が
確
定
申
告
時
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
る
な
ど
、
農
業
者
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
老
後
の
生
活
に
備
え

加
入
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
４

月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
農
業
委
員
会

法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
農
地
利
用

の
最
適
化
」
業
務
を
積
極
的
に
展
開

す
る
た
め
、
全
行
政
区
に
お
い
て
集

落
話
し
合
い
推
進
要
領
に
基
づ
き
座

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

各
行
政
区
に
て
開
催
し
て
い
る
座
談

会
は
、
九
生
滝
地
区
を
除
く
17
行
政

区
で
実
施
し
て
お
り
、
各
行
政
区
の

現
状
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

当
村
に
お
い
て
も
、
農
業
担
い
手

の
減
少
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
等
、
地
域
農
業
が
抱

え
る
課
題
は
年
々
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
問
題

点
を
共
有
し
、
解
決
を
す
る
た
め
に

積
極
的
な
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

今
後
も
、
平
田
村
、
須
賀
川
農
業

普
及
所
、
Ｊ
Ａ
夢
み
な
み
や
農
地
中

間
管
理
機
構
と
連
携
を
し
て
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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台
風
19
号
の
被
害
は
、
特
に
農
地

で
そ
の
箇
所
数
の
多
さ
等
々
、
甚
大

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
村
に
対
し
早

急
な
農
業
災
害
復
旧
を
お
願
い
す
る

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
独
自
の
復
旧
助
成
事

業
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
べ

き
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
来
年
以

降
の
耕
作
意
欲
、
農
地
維
持
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

広
報
専
門
委
員
会

舘

岩
夫

農業の経営とくらしに役立つ

情報 をお届けする

●毎週金曜日発行

●B3版8～10貢建

●購読料:月700円[送料,税込み]

◇購読のお申し込みは、お近

くの農業委員または村農業委

員会事務局までお願いします

地
域
主
導
に
よ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
の
実
践

集
落
話
し
合
い
運
動
に
積
極
的
な
参
加
を

農
地
転
用
に
は
許
可
・
届
出
が
必
要
で
す

△地域の問題点を話し合う打違内

行政区の皆さん

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
ド
ロ
ー
ン
活
用

～
山
間
部
で
の
負
担
軽
減
に
期
待
～

▽上北方地区上空から撮影された農地

△ドローンの映像を確認する委員

令
和
元
年
10
月
12
日
～
13
日
の
台
風
19
号
の
通
過
に
よ
り
村
内

の
道
路
、
河
川
、
農
地
及
び
水
路
等
の
被
害
が
各
所
で
多
数
発
生

し
ま
し
た
。

村
内
で
も
24
時
間
の
降
雨
量
が
３
０
９
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最

大
の
雨
量
を
記
録
し
、
特
に
、
農
地
や
水
路
に
係
る
畦
畔
の
崩
落
・

流
出
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

村
で
は
、
被
害
状
況
の
確
認
や
復
旧
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
農
地
等
の
復
旧
が
進
ま
な
け
れ
ば
耕
作
意
欲
の
低
下

に
繋
が
り
、
遊
休
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
農

作
物
の
作
付
け
継
続
に
つ
い
て
農
家
の
今
後
の
不
安
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

今
般
の
台
風
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て
、
村
に
対
し
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧
、

復
旧
に
係
る
農
家
費
用
負
担

の
軽
減
等
に
つ
い
て
手
厚
い

対
応
を
お
願
い
す
る
旨
の
意

見
書
を
、
11
月
15
日
の
農
業

委
員
会
総
会
の
席
上
、
委
員

全
員
一
致
で
決
議
し
、
同
日
、

村
へ
提
出
し
ま
し
た
。

村
へ
農
業
災
害
復
旧
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
い
、
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
55
―
３
１
１
５

△上遠野副村長(右から2人目)に意見書を

提出する村上会長(同4人目)



～

村

の

話

題

①

～

今
年
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
農
薬
散

布
が
羽
貫
田
地
区
、

蓬
田
新
田
地
区
の
２

か
所
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

多
く
の
農
業
現
場

で
課
題
と
な
っ
て
い

る
、
担
い
手
不
足
や

高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
不
足
。
こ
れ
ら
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
点
で
、

さ
ら
な
る
注
目
を
集
め
る
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
、
農

林
水
産
省
で
も
そ
の
活
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
薬
の
空
中
散
布
は
、
近
年
、
主
に
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
散
布
は
平
成
28
年
頃
か
ら
増
え
て
き
て
お
り
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
比
較
し
て
、
機
体
が
小
型
で

廉
価
で
、
さ
ら
に
は
労
働
負
担
の
軽
減
や
作
業
性
の

向
上
等
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
低
空

飛
行
で
の
農
薬
散
布
が
可
能
な
の
で
、

最
小
限
コ
ス
ト
で
農
薬
散
布
が
で
き

る
た
め
、
今
後
の
利
用
拡
大
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

～

村

の

話

題

②

～

平
田
村
の
ハ
バ
ネ
ロ
生
産
組
合
「
愛
称
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」
が
発
足
し
、
９
月
25
日

に
役
場
で
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
ハ
バ
ネ
ロ
の
生
産

が
始
ま
り
、
現
在
は
12
戸
の
農
家
に
よ
り
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
栽
培
当
初
は
200
キ
ロ
に
満
た
な
か
っ
た

生
産
量
も
、
去
年
は
１
ト
ン
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

「
日
本
一
辛
い
村
」
を
掲
げ
、
道
の
駅
ひ
ら
た
の
超

激
辛
「
生
き
地
獄
（
い
き
じ
ご
く
）
カ
レ
ー
」
を
始

め
、
ハ
バ
ネ
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
激
辛
好

き
に
人
気
を
広
げ
て
い
ま
す
。
生
産
を
拡
大
し
地
域

振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

愛
称
の
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」
は
、

ハ
バ
ネ
ロ
生
産
に
懸
け
る
熱
い
思
い
や
、
火
を
噴
く

よ
う
な
辛
さ
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
で
会
長
に
、
矢

吹
一
也
さ
ん
（
西
山
一
）

が
選
出
さ
れ
、
生
産
者

の
視
点
を
生
か
し
た
商

品
開
発
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
内
容
な
ど
を

協
議
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
の
、
農
地
の
賃
借
・
売
買
や
転
用
申

請
等
に
関
す
る
各
種
申
請
の
受
付
日
は
、
毎
月
末
日

（
末
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
と
な
り
ま
す
。

◎
農
地
法
第
３
条
申
請

・
農
地
を
農
地
と
し
て
賃
借
・
売
買
す
る
場
合

◎
農
地
法
第
４
条
・
５
条
申
請

・
農
地
を
農
地
以
外
の
も
と
し
て
使
用
す
る
場
合

例
：
一
般
住
宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
等

◎
農
地
の
賃
借
の
届
出

・
利
用
権
の
設
定

申
請
は
毎
月
末
日
締
め
切
り
（
末
日
が
休

日
の
場
合
は
翌
日
）
で
、
定
例
会
は
毎
月
15

日
前
後
に
開
催
し
ま
す
。

農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意
欲
あ

る
農
業
者
と
、
高
齢
や
、
後
継
者
が
い
な
い
な
ど
の

事
情
で
耕
作
が
で
き
な
い
所
有
者
と
の
間
で
、
農
地

の
賃
借
等
の
権
利
を
設
定
し
、
農
地
の
有
効
利
用
と

農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
設
定
し
て
い
る
利
用
権
の
期
間
が
過
ぎ
て
い

る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
利
用
権
を
設
定

し
た
際
の
書
類
を
確
認
し
、
再
度
利
用
権
の
設
定
を

行
う
場
合
は
、
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
12
年
に
遊
休
農
地
の
解
消
を
目

的
と
し
て
導
入
し
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り

機
が
、
優
良
農
地
復
活
の
た
め
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
は
、
生

い
茂
っ
て
い
る
ス
ス
キ
や
雑
草
を
粉
々

に
粉
砕
し
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
は
そ
の

ま
ま
緑
肥
肥
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

幅
な
労
力
の
軽
減
と
時
間
短
縮
が
で
き

ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
を
行
え
ば
、

立
派
な
農
地
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
及
び
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
遊
休
農
地
を
こ

れ
以
上
増
や
さ
な
い
為
に
も
、
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
作
業
依
頼
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
産

業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
作
業
料
金
に
つ
い
て

【
標
準
料
金
】

６
～
８
千
円
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

※
ほ
場
条
件
に
よ
っ
て
料
金
の
変
更

あ
り■

問
い
合
わ
せ
先

産
業
課
農
林
管
理
係

☎
55
―
３
１
１
５

～「
農
地
改
良
届
」
を
ご
存
じ
で
す
か
～

優
良
農
地
の
確
保
と
農
地
利
用
の
増
進
を
図
る
た

め
、
農
地
改
良
を
す
る
際
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
す

る
の
が
「
農
地
改
良
届
」
で
す
。

農
地
改
良
と
は
、
土
地
の
所
有
者
又
は
耕
作
者

が
農
地
の
保
全
又
は
利
用
増
進
と
い
っ
た
農
業
経
営

を
目
的
と
し
て
、
農
地
を
改
良
す
る
た
め
農
地
以
外

か
ら
土
を
搬
入
し
て
客
土
又
は
掘
削
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
農
地
の
形
質
変
更
を
行
う
行
為
で
す
。

改
良
の
意
思
が
な
く
、
工
事
等
の
残
土
を
捨
て
る

よ
う
な
行
為
は
、
一
時
転
用
の
許
可
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

【
判
断
基
準
】
※
抜
粋

・
盛
土
の
期
間
が
３
か
月
以
内
で
あ
る
こ
と

・
盛
土
を
す
る
農
地
の
面
積
が
１
，
０
０
０
㎡
未

満
で
あ
る
こ
と

・
客
土
、
掘
削
の
深
さ
は
１
ｍ
以
内
で
あ
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

☎
55
―
３
１
１
５

第１４号 令和元年１２月１３日 第１４号 令和元年１２月１３日

遊
休
農
地
の
解
消
へ
向
け
て

△ラジコン草刈機で雑草を粉砕△草刈り作業後よみがえる農地

平
田
「
ハ
バ
ネ
ロ
生
産
組
合
」
発
足

設
立
総
会
、
生
産
拡
大
や
地
域
振
興
へ

△矢吹会長(前列中央)と組合員の皆さん

ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布

労
働
負
担
の
軽
減
に
期
待

△ドローンによる農薬散布

利
用
権
の
設
定
期
間
が
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？


